
   

疫病予防と治療月間 
１２月４日（金） １２月１１日(金) １２月１８日(金) １２月２５日（金）

理事役員会 11：30 祝福 家族会 休会 定款６－１ 
年次総会 卓話加藤 宗生君 ホテルプラザ勝川  
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ニュートンのリンゴの木 ニュートン科学館 

本日のプログラム 
           司会   青山 博徳君 
・点 鐘            志水ひろみ君 

・ROTARY SONG  「四つのテスト」 

・今月の歌    「もみじ」 

・ビジター紹介         志水ひろみ君 

・食事・歓談 
・委員会報告 
・会長挨拶           志水ひろみ君 
・ＩＭ 

・幹事報告           長谷川英輝君 

・点 鐘            志水ひろみ君 

今月の歌 

もみじ 

秋の夕日に  照る山もみじ 

濃いも薄いも  数ある中に 

松をいろどる   楓や蔦は 

山のふもとの    裾模様 

 

先週の記録 

会長挨拶      会長   志水ひろみ君 

先日、地区のＷＦＦが開催されました。 
先々週には春日井市において第 35 回福祉のつど

いが開催されました。 
東尾張分区の会長幹事会がありまして、今回のＷ

ＦＦが盛況に終わったこと 
二日間実施されましたが、前日だけで 1 万人の参

加者があっそうです。 
春日井市社会福祉協議会におきまして第 35 回福

祉のつどいでは 11,100 人の 
参加者があったそうです。どちらの事業も市民の

かたがたに歓迎をされているのですね。 
また 13 日には春日井クラブの増強委員会にて入 

２０１５年１１月２８日（土）第２２５７回（１１月第４例会） 
会3年未満の会員さん対象のオリエンテーション

が開かれ、屋嘉比情報委員長と山田財団委員長の

講師にてロータリーについて学びました。 
増強委員会さんの熱心な呼びかけに、参加してい

ただいた会員さんはもちろんですが、お二人の講

師さんにはたいへんご苦労をおかけしました。 
本日は地区の財団委員会の鈴木文勝委員長様にお

いでいただいております。 
鈴木文勝委員長様はロータリー財団  
メジャードナー  ポールハリス・ソサエティー、 

マルチブル・ポール・ハリス・フェロー、 ベネ

フェクター、 米山功労者と認証されておられま

す。春日井クラブでは米山功労者メジャードナー 

として新見治男会員がおられます。 
メジャードナーとは合計累積寄附が米貨１０,

０００＄に達した個人または夫婦は、大口寄附者

として認証されます。 ２７６０地区メジャード

ナー数 ５５人＋ＡＫＳ １人               
ポールハリス・ソサエティ 
ポールハリス・ソサエティとはロータリー財団に毎

年1,000ドル以上寄付する人は、ポール・ハリス・ソサ

エティの会員 となります。2005 年１月末現在、日本

では 110 人がポール・ハリス・ソサエティの会員と な

っています。毎年 1,000 ドル以上を年次基金、ポリオ 

プラス、財団が承認 した補助金プロジェクトのいず

れかに寄付したロータリアンおよびロータリー財団の

支援者をすることを目的としている  

歴史 

ポール･ハリス・ソサエティは、1999 年、第 5340 地区

のパスト・ガバナー、ウェイン・キュージック氏によっ 

て創設されました。キュージック氏はすべてのロータ

リアンが毎年 1,000 米ドルを財団へ寄付することは難

しいと認識しながらも、一方で多くのロータリアンには 

では１７地区６３クラブが寄付ゼロクラブを達成 
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1,000 米ドル以上の寄付を奨励すべきだと考えました。

そこで、キュージック氏はより多くの個人に寄付を奨

励し、寄付者を認証するため、ポール・ハリス・ソサエ

ティのプログラムを開始しました。このアイデアは急速

に弾みをつけ、世界中の地区へと広まっていきました。

もともと地区運営の認証プログラムとして始まりました

が、ロータリー財団管理委員会は、ポール・ハリス・ソ

サエティをロータリー財団の公式認証プログラムとし

て採択しました（2013 年7月1 日）鈴木文勝委員長様

のｸﾞﾛｰﾊﾞﾙ補助金についての卓話は大変参考にな

りました．テーマを絞ってのお話し、有難うござ

いました。 

幹事報告      幹事   長谷川英輝君 

その他 

：2016 年 5 月国際大会について案内が来ていま

す。登録料 １２月１５日まで＄３１０、３月１

日まで＄３７５、４月以降＄４４０ 

ガバナーナイト ５月２９日（日） 18時開始  

登録料：１５,０００円 一次登録締切：１２月１

１日 お申込みになられる方は、事務局までお申し

出下さい。 

次週予告    

11 月 27 日（金）の例会変更で、11 月 28 日（土）

に名鉄犬山ホテルで東尾張分区ＩＭ 
○受付 13：20～  式典 14：00～   
懇親会 17：45～19：30 頃 

○送迎バス 行き 12 時半 プラザ勝川発 

 帰り 19 時半頃 名鉄犬山ホテル発 

◎例会変更の案内 
名 古 屋 大 須 １２月３日(木) １２月３日（木） 

   ＲＣ 例会場都合の為 サテライト 

名 古 屋 葵 
ＲＣ 

１２月３日(木) １２月３日（木）8.00 

時間変更の為  

名 古 屋 空 港 １２月７日(火) １２月７日（月）11.30～ 

   ＲＣ 家族会の為 キャッスルプラザ 

小 牧 １２月９日(水) １２月１３日（日） 

   ＲＣ 家族会の為 マリオットアソシアホテル 

出席報告       委員長  古屋 義夫君 

会員 59 名 欠席 31名 出席率 47.5%

先々週の修正出席 欠席 0名 出席率 100% 

ニコボックス報告    委員長   岡嶋 良樹君 

〇本日は大変お世話になります。宜しくお願いし

ます。地区ロータリー財団委員長 鈴木 文勝君 
〇地区財団委員長、鈴木文勝様をお迎えする喜び

で。              志水ひろみ君 
〇鈴木委員長を歓迎します。   山田  治君 
〇鈴木財団委員長の卓話をお聞きする喜びで。長谷川英輝君                 
〇卓話を聞く喜びで！！     近藤 太門君 

〇お久しぶりに、感謝。     河村 哲也君 
〇１１月１３日ありがとうございました。  大原 泰昭君 
〇第一回ゴルフ部会コンペ、ご参加された方あり

がとうございました。      杤本 正樹君 
〇秒読みの、初孫誕生の無事を願って。      青山 博徳君    

〇卓話を聞く喜びで。 
伊藤 一裕君  岡田 義邦君  加藤久仁明君 
加藤  茂君  風岡 保広君  貴田 永克君 
北  健司君  川瀬 治通君  近藤 秀樹君 
社本 太郎君  杉山 孝明君  宅間 秀順君 
成瀬 浩康君  早川 八郎君  速水 敬志君 
蓮野 美廣君  場々大刀雄君  屋嘉比良夫君  

和田 了司君 
〇御協力、ありがとうございます。岡嶋 良樹君 
卓話 

地区ロータリー財団委員会委員長 鈴木文勝君 

ロータリー財団の今と戦略計画          

11 月は財団月間です。本日の卓話のテーマは、「

ロータリー財団の今と戦略計画」とさせて頂きま

した。少し固いテーマ名ですが、各クラブ様から

卓話ついてご要望のアンケートを取らせていただ

きましたので、要望事項を踏まえてお話しをさせ

て頂きたいと思います。財団委員会の組織が分か

らないと言うお声もありました。ロータリー財団

委員会の下には、六つの小委員会があります。資

金管理委員会は補助金の適正利用の管理を行いま

す。資金推進委員会は、基金の寄付を促進する役

割を担います。補助金委員会は、補助金活用の推

進を担い、職業研修チーム委員会は、グローバル

補助金に基づく重点6分野の範囲でVTTプロジェ

クト活動を行います。ポリオ・プラス委員会は、

ポリオの撲滅にむけて PR や寄付の促進を担いま

す。寄付の種類が多くてよくわからないとの意見

もありましたが、寄付の種類は３つだと認識くだ

さい。「年次基金」や「恒久基金」、そしてポリ

オや平和フェローシップへの寄付は「使途指定寄

付」と言います。これらは寄付先が指定された寄

付の種類を言いますが、「ポール・ハリス・フェ

ロー」や「メジャードナー」などは寄付者への寄

付への感謝を“認証”という形であらわします。

これらの認証は、個人に与えられるものであって

、寄付した法人（会社）や クラブに与えられる

ものではありません。一方、クラブに与えられる

認証があります。「100%財団の友クラブ」は、

クラブ全員が年次寄付を 1,000 米ドル以上寄付し

たクラブが認証されます。「100%ポールハリス

・フェロー・クラブ」は、クラブ全員がポール・

ハリス・フェローになっているクラブが認証され

、「EREY クラブ」は、クラブ寄付が 1 人当たり

100 ドル以上で、会員全員が年次寄付をしたクラ

ブが認証されます。皆さまのご協力のおかげで、

当地区は寄付ゼロクラブを更新しています。日本



出来ていませんでした。皆様のご理解ご協力に感

謝申し上げます。世界では、日本が寄付総額は 2
番目でしたが、韓国が肉薄して来ています。日本

に期待される世界への貢献に対する期待度はます

ます高まって来ています。 

3 年前に皆様からご寄付頂いた年次基金と恒久

基金の利息は、地区活動資金（ＤＤＦ）として地

区に戻ってきます。地区活動資金（ＤＤＦ）は、

地区補助金とグローバル補助金として、社会奉仕

、人道奉仕、ＶＴＴ，奨学資金に利用することが

出来ます。地区補助金は、地区内外、海外でも利

用することが出来ますが、比較的少額なプロジェ

クトに利用されます。地区補助金は、地区の裁量

でプロジェクトを進めることが出来て利用しやす

くなっています。地区補助金は、複数のプロジェ

クトに利用できますが、一括で申請しなければな

りません。地区補助金の申請期限が短すぎるとの

ご意見を伺いますが、短期でプロジェクトを決め

るのではなく、2 年前 3 年前から複数のプロジェ

クト候補を掲げ、準備を進めて頂くようなスパン

を考えて頂きより充実したプロジェクトを推進願

いたいと存じます。グローバル補助金は、重点６

分野の範囲の中で利用し、3 万ドル以上のプロジ

ェクトに使用することが出来るとともに、海外の

地区またはクラブとの共同プロジェクトに利用す

ることに制限されていますので、一層、複数年度

前からの企画準備を進めて頂くことが肝要です。 

実施に向けて困難な課題はあるかも知れませんが、

果敢に挑戦して頂きたいと思います。 
補助金を利用する場合の要件の詳細は、最新の

「授与受諾の条件」を確認しなければなりません

が、大きな資格要件として、二つの要件をあげま

す。一つは、8 月に開催されるＲ財団セミナーと

2 月に開催する補助金管理セミナーに出席をして

頂きたいと思います。二つ目に、地区とクラブ間

で、ＭＯＵを締結して頂きます。グローバル補助

金を利用する際、最新の「授与受諾の条件」を確

認するとともに、信頼できる共同提唱者かどうか

をチェックしてください。問題のあるプロジェク

トが先方提唱者の責任だったとしても、同様の責

任が問われます。 

地区補助金の利用できる範囲は広いですが、周

年の式典などには利用できません。ただし、周年

のタイミングで奉仕プロジェクトを行うことは問

題ありません。昨年度より青少年育成事業にも利

用可能になりました。毎年連続して同じ事業の実

施は推奨されておりません。その趣旨は、年とと

もに社会のニーズは変化するので、恒例事業に補

助金枠が取られてしまうことを避けるためです。

最近地区補助金の事業の認可ハードルが低いこと

もあって、補助金の使われ方に問題があるケース

が見受けられます。ご注意をお願い致します。 

当地区は未来の夢計画 3年間のパイロット期間

を経て現在がありますので、他の地区より先進的

に取り組まれています。ただ、2013-2014 年度か

ら 2014-2015 年度までの 2 年間を切り取って、他

の地区と取組み状況を比較してみますと、グロー

バル補助金に関しては取組み数が多いとは言えま

せん。是非、クラブ様には、グローバル補助金を

利用したプロジェクトに挑戦して頂きたいと思い

ます。 

2014 年に、絶対にポリオフリーは不可能だと言

われていたインドがポリオ撲滅宣言をいたしまし

た。2015 年 9 月 25 日付けで、ＷＨＯ（世界保健

機構）は、ナイジェリアを野生株ポリオ常在国リ

ストから解除致しました。残るは、パキスタンと

アフガニスタンの２国になりました。この２国も

昨年と比べると大幅に減少しています。世界から

ポリオが撲滅されるのは目前です。しかし、最後

まで気を抜くことは出来ません。 

ＲＩとロータリー財団の関係はどのようになっ

ているかの質問がありました。国際ロータリーと

ロータリー財団はあたかも同格の別組織のように

認識されがちですが、「国際ロータリーの中のロ

ータリー財団の位置づけである」ことをご認識く

ださい。ロータリー財団はＲＩの方針・戦略を受

けて、具体的活動を推進する役割を持っています

。「クラブのサポートと強化」「人道的奉仕の重

点化と増加」「公共イメージと認知度の向上」と

いうロータリー戦略計画を支えるために、2015
年 7 月 1 日か始まる 3年間のロータリー財団の優

先事項が提案されました。優先項目１．永久にポ

リオを撲滅する。優先項目２．R 財団に対するロ

ータリアンの知識、参加、寄付の向上を図る。優

先項目３．補助金を通じて、人道的奉仕の質と量

を向上する。優先項目４.R 財団１００周年（

2016-17 年度）に向けてイメージと認識度を高め

る。これらの目標は、今後の進捗状況によって変

更がされる場合があります。今後とも、ロータリ

ー財団にご理解ご協力をよろしくお願い致します

。ご清聴ありがとうございました。 

 

卓話   鈴木文勝君 


